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はじめに

シソガポールは、マレー半島の最南端に位置 し、淡路島ほどの面積に兵庫県の約半分の人口

をかかえ、 しかも中華系(約77%)、 マレー系(14%)、 イソ ド系(7%)の 人々からなる多

民族国家である。その国が、今では 「シソガポールの奇跡」 とよばれるほどの、 日本に次 ぐ経

済的に豊かな国に成長 した。その結果、さまざまな社会問題が生 じ、とくに人口の高齢化、お

よび高齢者家族の変容は大 きな社会問題となって きている。(図 一1、 表一1参 照)

本稿では、そうしたシソガポールの社会変動にともなう、 さまざまな社会問題のなかで、高
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表 一1 シソガポールの民族構成(1991年 央)

(単位:千 人)

民族集団 男 女 計 0

華 人

マ レー 人

イ ソ ド人

そ の 他

1,078.7

199.5

105.1

14.?

1,067.4

191.7

90.0

15.6

2,146.1

391.2

195.1

30.3

77.7

14.1

7.1

1.1

合 計 1,398.0 1,364.7 2,762.7 100.0

齢者問題 に焦点をおきながら、その問

題に対 して、この国がどのような社会

福祉政策の基本的な理念のもとに、ど

のような具体的な方法でもって対応 し

ようとしているかについて検討 しよう

としたものである。

このことは、わが国の社会福祉政策

のあ り方を考える上でもなにか有益な

研究的示唆や視角を得ることがで きる

(MonthlyDigestofStatistics,Februarylgg2に ょる)も の と考 え る。

まず 第1章 で は、 こ の国 の都 市 国家 と して誕 生 す る まで の 歴 史 的 背 景 に つ いて 整 理 し、 第2

章 で は、 こ の 国 の社 会 福 祉 制 度 の基 本 的 な理 念 や考 え か た に つ い て 検 討 した。 第3章 で は 、 高

齢 者 問 題 に対 し、 ど の よ うな対 応(ハ ー ドと ソ フ ト)が な され て い る の か に つ い て整 理 して み

た。

そ して 、最 後 の章 で 、 筆者 の 今 後 の 研 究 的 課 題 とそ の 概 要 に つ い て ま とめ て み た 。 そ の 意 味

で は 、 本稿 は 、 筆者 の シ ソガ ポー ル 研 究 の 序 稿 で も あ る。

第一章 都 市国家 としての シンガポール誕 生 までの過程

シソガポールは、西太平洋とイソド洋とが交差す る戦略的要地である。アジア大陸の突端マ

レー半島からイソ ドネシア諸島に移る地政学的な接点でもある。 しか し国の面積は淡路島ほど

しかない。 ここに約270万 人の住民が集 まって商工業活動などに従事 しているのである。現在

国民の77%が 中国系、14%が マレー系、7%が イソド系、その他が2%で 、公用語は英語、北

京語、 タミール語そしてマレー語の四つで、英語が共通語として官庁等で使われている。島全

体は平たんで、最 も高いブキティマ高地で標高177.1メ ー トルである。

シソガポールは、赤道直下に生まれた現代の都市国家である。 ジャソグルにおおわれた、か

つての熱帯雨林の原野は、いまや高層ビルと工場が集中する近代的な都市国家に変貌 しつつあ

る。かつて英国の植民地だったシソガポールは、第二次世界大戦前から東南アジアの軍港、中

継港 として有名だったが、当時はそれ以外のイメージはもたれていなかった。シソガポールに

本格的な加工産業が勃興するのは、戦後かなりたって、60年代半ばに英軍が撤退 してからのこ

とである。シソガポールは0貫 してリー ・クァソユー首相の指導下に近代国家として発展 して

きた。ベ トナム戦争、ついで石油危機など、動乱や不況のあお りをくいながら、列強に伍 し、

しぶとく生き抜いてきた生存力には驚かされる。

1)イ ギリス植民地時代の到来

シソガポールに東イソド会社のスタフォー ド・ラッフルズが1819年 に上陸 したときから、

シソガポールは歴史の表舞台に登場することになる。当時のシソガポールは、マ レー人の漁

民120名 、華人系(中 国人系)の 農民30名 ほどが住む寒村にす ぎなかったと言われてい る。
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その後、ラッフルズによってイギ リスの植民地として発展 してい くのである。マレー系、イ

ソド系、華僑が入 り込み複合民族国家の原型ができあがっていった。(・)

1832年 シソガポールはイギリスの統括植民地として重要性が増すようになり、マレー半島

の経済政治の重要拠点 と発展 していった。特に19世 紀の ゴム需要の増加や、マレー半島での

錫の発見後は、世界から注目されるようになって来た。それぞれの移民は現在でも自分たち

の文化や宗教を維持 しながら暮らしている。例えば、華人系住民は儒教や道教を信 じている

のに対 して、マ レー系住民はイスラム教を信 じて華人系の好む豚肉を食べず、一方イソ ド系

住民はヒソズー教を信 じて牛肉を食べない。イギ リスは、民族分離の政策をとりながらも、

民族文化に干渉 しなかった。現在でもその伝統的な生活習慣は依然 として根強 く残 っている。

2)不 幸な日本軍占領時代

1941年 から45年にいたる太平洋戦争は東南アジア全域に、 日本軍による侵略、占領、支配

という衝撃を与えた。1942年2月 にシソガポールは日本軍によって占領 され、大量の華人虐

殺を行った。(2)島 の名前を 「昭南島」と名付け、その後3年 半に渡って支配 した。その間、

日本軍は5∞0万 ドルに及ぶ献金を強要 した り、苛酷な扱いを行っていった。現地の人々にとっ

て苦難受難の時代でもあった。現在市民ホールの前に、戦争で犠牲になった多 くのシソガポー

ル人の冥福を祈るために受難記念碑がたてられ、毎年9月12日 には記念式典が催されている。

3)戦 後の混乱期か ら独立へ

戦後、海峡植民地は解体され、ペナソ・マラッカはマラヤ連合に、シソガポールは、単独

の直轄植民地 となった。 と同時に、住民の政治団体の結成や政治運動 も認められるようにな

り、共産党 も合法 された。 まず、1945年 に、マ レー民主同盟が最初の政党 として誕生 した。

英語教育を受けた中国人、イソド人、ユーラシアソの官吏 ・知識人および教師を主体とした。

一方、共産党は都市における革命運動の推進を掲げ、労働総同盟、民主主義青年団、マラヤ

民主同盟などに浸透 していったといわれる。(3)

しかしなが ら、共産党のゲ リラ活動が活発になると、1984年 には、非常事態宣言が しかれ、

共産党は非合法化された。政府は1955年 に治安維持法を制定 し、翌年には指導者を逮捕 した。

政党の動 きと しては、1954年 には、 リー ・クァソユーを中心に人民行動党(People's

ActionParty)が 成立す る。共産党 と人民行動党の差異は、 目的達成のための手段のみで

あったため、両者には、は じめ連合戦線が形成された。やがて1959年 の総選挙で、人民行動

党が圧勝 し、シソガポールは リー ・クァソユーを首相とする自治国となった。その後マレー

シア連邦は、1963年 に成立をみたが、当初よ りシソガポー一ルとマレーシアとの間には大 きな

問題が横たわっていた。その多 くはシソガポールにおけるマ レー人と華人との関係であった。

連邦側は、シソガポール内においてもマ レー人優遇政策の実施を主張 したのに対 して、 リー

首相は 「マレーシア人のマ レーシア」(各 民族の平等)を 主張 したため、1965年 、シソガポー

ルはマ レーシア連邦 より分離独立 し、リー首相の"涙 の記者会見"を 迎えることとなった。ω

4)独 立後の進展

独立から現在に至 るまで、一一貫 してシソガポールの政権は人民行動党(PAP)に ある。
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この リー首相率いる人民行動党の指導力な くして、今 日の シソガポールはない。国民の絶大

なる支持を基盤に した安定政権を背景に して、数々の近代化路線を推進 してきた。その根底

には、資源のほとんどない、 しかも小さな島国が 「生 き残 るために」、大国に囲まれた緊張

関係のなかで、 「強力な国家」 として自立 し存続 していかねばならないという信念を国民に

伝 える必要があった。そのためには、個人の利益よりも公共の利益を優先 した政策を次々と

実施 していった。つまり、規律 と秩序の維持による国造 りが、 さまざまな政策を通 じて国民

に呼びかけられて行 ったのである。 ここで取 り上げる社会福祉制度や施策を把握するために

は、まずこうした政府の強い国民に対する期待と、そ うして行かざるを得ない歴史的な背景

が横たわっていることを理解 しなければならない。シソガポールがとかく 「管理国家」であ

るとか、 「警察国家」であるとか呼ばれる背景はここにある。また急速な近代化を行った国

として今後どのように進展 していくのかということで 「実験国家」などと評価 されることも

ここにある。

第==章 シ ンガポールの社会変 化 と社会福祉政策の対応

1)社 会福祉に対する基本的な視角

シソガポールの社会福祉政策はスウェーデソの社会政策にみられるような、社会民主々義

的な要素をい くつか持 っていると言われている。(5)し か しその根底にある思想は"Self

saving"で あるといわれている。いわば"働 かざる者食 うべからず"と でもいうような思想

が福祉政策の考え方の随所に見受けられる。その例として、1975年 に労働災害保障は制定 さ

れたものの、いまだに失業保険制度はな く、また今後もその見込みはない。 これは英国やア

メリカにみられるような、過度の保障が勤労者の労働意欲をなくしてしまうことを恐れての

ことであると言われている。(6)ま たこのような自分の事は自分でという考え方は、家族へ

の福祉的役割を期待することにもつながってお り、華人社会にみられるような伝統的な家族

集団の役割に大きく期待 しているところがある。つまり、独立後の近代化 ・工業化の過程で

「家族」というものが、一貫 して積極的に社会政策の対象として扱われてきたことを意味す

る。

上記で示 したように、人口割合では、国民の約八割が中華系で しめられ、二割弱がマ レー

系の人々である。各民族によって家族構造やライフスタイルは異なっているが、中華系の人々

の生活がさまざまなシソガポールの社会政策に影響を及ぼ しているといえる。つまりシソガ

ポールの社会構造を理解する上で、中国の伝統的な文化なり、社会的な価値観を把握す るこ

とな しに、この国の社会福祉制度や政策を理解することは困難であると言える。次にそれら

の事柄に関 して少し検討 してみたい。

2)シ ンガポール華人の二つタイプ

シソガポール華人はもともと華僑と呼ばれていた人々である。 しか し、華僑は出稼 き労働

者を意味してお り、その意味ではシソガポールの華人はもはや華僑ではない。彼らは自分た

ちのことを、華人系シソガポーリアソ(Chinese-Singaporean)と 称 している。 シソガポー
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ルの華人は定着 した年代 ・様式によって大きく二つに分けられる。中国シソガポールへの大

量移民は19世紀後半に始 まるが、一つはこれ以降移民 してきた人々で、一般的には中国の文

化、あるいは伝統的な生活様式を捨てきれずにいるとされ、数的にみれば圧倒的に多数派を

占める 「新客」である。他方で、蒼(ぱ ぱ)と 呼ばれる少数の人々がいる。彼 らは、早 くか

らマレー半島に渡 り現地化 し、また植民地支配者であるイギ リス人に同化することによって

エ リー ト化 した。大半が英語教育を受け華語は殆ど解せない者が多い。思考や生活様式等が

英国人的で中国人としてのアイデソティティを拒否する人々が圧倒的である。 リー首相は じ

め、シソガポール大学のスタッフなど、現代シソガポールのいわゆるエ リー ト層 と呼ばれる

階層に占める彼 らの割合は高い。(7)

3)伝 統文化と西洋文化

そ うした、英語教育を受けキ リス ト教に改宗 した一部の中華系を除いて、大半の人々が中

国伝統文化としての儒教や道教および仏教を信仰 している。 シソガポール全体を見れば、他

の民族を合わせるので、人口の約3割 強が道教、仏教徒であり、イスラム教、キリス ト教が

これに続いている、また1割 強の人々は宗教を信 じていないという結果もある。(8)し かし、

シソガポール社会はムス リム対非ムスリムの社会であるという人もいる。(9)い ずれにせよ

伝統文化 としての宗教がさまざまな民族によって根づよく引 き継がれつつ、新 しい西洋文化

とぶつかり合って現在のシソガポール社会を形成 している。

その中華社会の伝統文化に着 目すれば、儒教的な生活価値観が社会福祉制度やサービスに

影響 している。特に高齢社会への変化のなかで、日本の高齢者観との相違が見 られ、そうし

た相違 がいろいろな社会福祉制度の理念に影響を及ぼ している。田渕は彼の論文のなかで、

中国型儒教と日本型儒教の項で、 「孝」 と 「忠」の概念を紹介 しながらその相違点を述べて

いる。(10)日 本型儒教は滅私奉公を美徳とす る 「忠」を重んじるのに対 して、中国型の儒教

は 「孝」を優先 し、滅私の態度はとらないで、 しかもむ しろ 「私事」を優先するとしている。

親が死ねば 「私事」のために仕事も放 り出し、喪に服す ることが優先され、 日本のように会

社などに気を使いながらのわずかな有給休暇などはシソガポールでは意味をもたないことな

どを例に しながらさまざまな文化摩擦の例を紹介 している。だがこのような伝統的な価値体

系も、年月がたつにつれて変容 した り、あるものは失われつつあるように思われる。つまり、

先述 したように、英語重視の考え方が徹底するようになれば当然西欧の価値体系との葛藤が

生まれ、その価値体系に流 され、伝統的なものの考え方が崩れてくることになる。それは、

高齢者問題にも反映 されよう。

第3章 シ ンガポールの高齢者問題 と社会政策

1)人 ロ政策からみた高齢化問題

シソガポールの人口政策は過去2回 ほど大 きく政策転換を行ってきた。まず第0段 階は独

立当時から急激な人口増加が深刻な社会問題 となり、人口抑制政策を打ち出した1960年 から

70年代である。 リー首相は、当初 「小 さな家族」を理想的な家族像 として、 「少なく産んで、
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高い教育」を提唱 し、 「GirlorBoy,TwoisEnough(女 の子であれ、男の子であれ、

子どもは2人 で十分)」 と書かれたポスターが街中に貼られたのである。 この標語は、華人

系に対 して男の子を重んじる儒教的な風潮や多産信仰を押さえたものであり、政府による近

代化政策の特徴をよく表 していると言えよう。産児制限に協力 した国民 と家族に対しては、

出産費用、住宅、教育などについて優遇措置がとられた。以上のような人口抑制政策の結果、

合計特殊出生率は1966-70年 で3.2か ら1.8へ と大 きく低下 し、1970-80年 では1.8か ら1.5へ

とさらに低下 している。('1)

ところが、1980年 に入 ると、出生率の大幅な低下が社会の諸側面においてさまざまな問題

を顕在化させることになる。その課題が人口の高齢化である。つまり、出生率の低下が若年

世代の減少を招 き、当然ながらそのことによって全人口に占める高齢者(65歳 以上)の 割合

の増加につながる。また21世紀には第2次 ベビーブーム世代が高齢期に達することになる。

さらにわが国と同様に、平均寿命の延びもみられ、1980年 では男性68.8歳 、女性74.1歳 に対

し、2000年 には男性71.7歳 、女性77.0歳 になると予想されている。(12)

表2は 、シソガポールおよび他のアジア諸国の高齢化の推移(将 来推計)を 表 している。

シソガポール政府はこうした高齢化の進行に危機感をつのらせ、1984年 から人口政策の大転

換をはかりは じめる。現在ではポスターの標語は 「ThreeisBetter(子 どもの数は3人 が

より良い)」 へとすべて取 り替えられ、テレビで第3子 を強調する政府制作の コマーシャル

が放映されている。 しかしながら、高学歴化 した女性はますます結婚を遅 らせ、中にはシソ

グルを選択する女性も見 られ、出生率の低下は益々深まりつつある。

表一2ア ジア諸国の高齢化率(65歳 以上の人口比)の 推移

年 次国 名 1980 2000 2025

シ ソ ガ ポ ー ル 4.7% 7.1 17.9

香 港 6.5 10.0 17.5

マ レ ー・ シ ア 3.7 4.4 9.4

韓 国 3.8 5.8 11.7

1
日 本 9.0 15.1 20.3

(出 典)Martin,LindaG.りTheAgingofAsia,"Joumal

ofGerontology,Vol.43,No.4,p.99.

(注)2000年 と2025年 は 推 計 値 。

2)住 宅政策と中央積立基金(CPF)制 度

さまざまな高齢者問題に対 して、政府は手をこまねいている訳でない。シソガポールの社

会政策の大 きな柱はなんといっても住宅政策である。民族間の感情をおさえ、和やかな社会

環境を整備 し、高齢者に快適な住環境を提供することは、 こうした高齢化の進行の危機を回

避できうるものと信 じている。熱帯雨林の不衛生な住環境にそれぞれの民族がよりかたまり、
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カソポソとよばれる集落を形成 していた戦前の暮 しから、快適な住環境としての公共分譲住

宅への移行は、当然国民に労働意欲も増すであろうし、それまでの暗いイメージの社会福祉

から、明るい未来の目標をもてる社会づ くりにつながるものとなる。政府はこの住宅政策を

成功 させるためさまざまな対応を試みた。例えばこの政策の財源の工夫 として、国民に強制

的な貯蓄制度としての 「中央積み立て基金制度(CentralProvidentFund)」 を導入 した。

この制度は、勤労者の55歳 以後の生活の保障、あるいはそれ以前に就業不能になった場合

の生活を保障するために、1955年 に制定 された、いわば国家による 「強制貯蓄制度」である。

労使が一定の割合に基づいて資金を積み立てる退職積立金あるいは年金積立金でもある。各

人は公共住宅の購入に際 して積立金の90%ま で引出して使 うことができることから、財形的

意味あいも兼ね備えている。そ して、これ らの積立掛金のほとんどすべては国家の開発事業

に投融資されるしくみになってお り、これによって経済の活性化を図っているといっても過

言ではない。(13)

このように、住宅政策の充実のために、積立金制度を導入 し、国民に労働意欲を増す政策

は、その国の経済活動を活発化させた。 この住宅政策のなかで注 目すべき点の もう一つは、

3世 代家族の奨励 とそれと関連すると思われる、民間団体との連i携による地域福祉政策とし

ての家族サー ビス機関(FamilyServiceCenter)の 試みである。

3)新 たな家族福祉政策の試み(14)

前項では、とくに高齢者問題に対応するための年金や住宅制度といったハー ドな側面を見

てきたが、そ うしてハー ドな社会福祉制度は、さまざまな家族を対象とし法制度(法 規範)(15)

があった り、またより具体的な地域福祉制度としての各種福祉サービスによって支えられて

いる。政府による高齢者問題に対する委員会報告(16)では、高齢者をかかえる家族に対 しては

できるだけ住宅政策のなかで3世 代家族ない しは拡大家族(親 子や直系血族、婚姻血族を含

む大家族)の 奨励を行 っている。 もちろん核家族 も68年の71%か ら81%へ と上昇 してはいる

が、1982年 現在で、 「最近5年 間の増加率は2%に 満たない」という報告も出されている。

都市化は、必然的に核家族化を伴 うと言われている。そ して、核家族化はそれまでの大家

族主義の中で吸収されていた 「老い」の問題を一気に表面化させて くる。それを予防するた

めにも、政府は高齢者への孝行心の育成、儒教道徳教育を通 じての伝統的な家族 システムの

強化や、高齢者の家庭介護の義務づける法案の制定などの検討を行 っており、さまざまな国

民教育の場で訴えている。(17)そ うした家族福祉政策はさまざまな地域福祉制度によっても

支えられようとしている。とくに民間団体 としての、 日本における社会福祉協議会にあたる

組織があり、その組織は各地に張 り巡 らされ、家族問題に関わる地域住民の相談や具体的な

援助活動を行いつつある。筆者が訪星 した祈 り、政府 と民間機関のNCSS(National

CounsilfScocialService)が 中心 となり、新 しい地域家族支援 システムとしての 「家族サー

ビス機関」の設置を実験的に試みようとしていた。(18)地 域のボラソタリー組織が、社会的

なサポー トを必要とする家族に対 して、 ソフ トな各種福祉サー ビスを提供するための研究が

は じめられようとしていた。 このような家族福祉政策が今後どのような理念と戦略や戦術で
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もって実践されるかは、筆者の関心の一つとして今後の研究課題としている。

終章 今後 の研究課題 につ いて

従来社会福祉制度やサービスのあ り方については、わが国は主に欧米諸国からその多くを学

んできた。 しかしながら、儒教文化に代表され る伝統的なアジア社会が持 っていた、生活倫理

や価値観、特に家族制度としての社会構造の特質は、シソガポールのような、多様で、しかも

多層な文化構造や社会構造を保持 しながらも、欧米の近代化を成 し遂げつつあるこの国の事柄

から、我々が学ぶべき点は多 くあると筆者は考えている。共通 したアジアモソスーソ地域の風

土 と文化のなかで、社会福祉の問題は、実はその社会の文化の問題であり、歴史的な背景を踏

まえた社会構造の問題であることに我々は気が付かなければならない。

急激な社会変化のなかで、この国がどうこの高齢化の問題を解決 していくかは、21世 紀のわ

が国の社会福祉のあ り方を模索する上でも、けっして無視できないものであると考える。

複合民族国家の21世 紀へむけての数々の試みは、目をみはらされるものがある。今回のシソ

ガポールの社会福祉制度や家族福祉政策の現状等について調べてい くなかでい くつかの疑問や、

研究的課題が浮かび上がってきた。それ らをい くつか掲げておきたい。

まず、現在のシソガポールの約80%の 人々が高層住宅に代表されるHDBフ ラットに住み、

生活様式が同質的なものになって きているとす るならば、はた して将来は社会階層の上で、そ

うして中間層が増すものと考えられ るが、各民族や人種の壁がそ うした階層の増大によってど

う融合してい くかとい う問題がまず浮かんで くる。

第二の疑問は、このような急激な社会変化が引き起 こした社会問題のひとつに、教育制度の

なかでの 「落ちこぼれ児」たちの問題や、雇用や労働に機会等からはじき飛ばされた何等かの

生活障害を多 く抱えた人々の問題に対 してどう対応 しようとしていくのかという疑問が浮かん

で くる。それは、従来の児童問題、高齢者問題や障害者問題をこえた、新たなス トレス社会の

弊害からの精神障害に関わる 「こころの問題」となって表出してくるものと思われる。シソガ

ポールはその問題に対 して、どう取 り組 もうとしているのであろうか。

第三の課題は、はた してシソガポールの家族はどう変化 してい くのかとい う疑問である。シ

ソガポールの家族をみると、核家族化は進んでいるものの、大 きな流れとしては、従来からの

機能を保 った姿がみられる。 しかしまた一方では、西欧型に進む きざしも見受けられる。(19)

最後に、"高 福祉 ・高負担型"の スウェーデソ型社会を目指 していながらも、自助努力や民

間機関との連携で、先述 して、 「家族サービスセソター構想」に代表 されるような、地域福祉

事業のより具体的な内容についてもきちんと把握 したいと考えている。

これらの四つの課題は、 これからの一年の在外研修のあいだでどれだけ研究できるかわから

ないが、この国か ら是非学びたい事柄 として掲げておきたい。
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